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背景

• 現場での会議やレビューのチェックリストなどの厳格な　
レビュー基準が定められている正式なコードレビューは　
ソフトウェアの品質を向上させるという先行研究がある 

• ただし，そのような厳格なレビュー基準が定められて　　
いない近代的なコードレビュープロセスとソフトウェア　
品質との関係についての研究はほとんどない
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目的
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近代的なコードレビュープロセスとソフトウェア品質との　　　　　
関係を調査

・３つの観点から関係を調査

- コードレビューの参加

- レビュワーの専門知識

- ソースコードカバレッジ



リサーチクエスチョン

1. コードレビューカバレッジとリリース後の欠陥には関係
があるか？ 

2. コードレビューの参加とリリース後の欠陥には関係　　
があるか？ 

3. レビュワーの専門知識とリリース後の欠陥には関係　　
があるか？
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分析方法
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対象システム
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表１：システム概要

Review rate が高いQt, VTK, ITKを対象システムとする



メトリクス
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表２：ベースラインメトリクス 
（一般的なソフトウェアメトリクス）



メトリクス

8表３：コードレビューメトリクス
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モデル構築
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・重回帰分析

y =β0+β1x1+β2x2+···+βnxn

（y：従属変数、各xi：説明変数）

より適切に関係を近似できるようにknot（結び目）を割り振る



モデル構築
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・knot（結び目）

従属変数と説明変数の間に非線形，非単調な関係がある場合，
knot を割り当てることでより適切に近似

従属変数と説明変数間のSpearmanの順位相関係数を
計算し，結果の値が大きければ非線形，非単調な関係がある



モデル構築
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＜例＞

・ρ２の値によって説明変数を３つのグループに分ける
・値の大きいグループ（赤）には５つの結び目，
２つ目のグループ（青）には３つの結び目，
３つ目のグループ（緑）には結び目は割り当てない．



結果
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結果
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RQ1：コードレビューカバレッジとリリース後の欠陥には　　　　　　　　　　　　　
関係があるか？



結果
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RQ2：コードレビューの参加とリリース後の欠陥には　　　　　　　　　　　　　
関係があるか？



結果
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RQ3：レビュワーの専門知識とリリース後の欠陥には　　　　　　　　　　　　　
関係があるか？



まとめ

• コードレビューカバレッジだけではリリース後の不具合の
数を説明することは難しい 

• レビューへの参加はソフトウェア品質に影響を与えるた
め，レビューを行う際には議論の数を考慮すべき 

• レビュワーの専門知識が欠如している場合，リリース後の
不具合の数は増加する
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所感

• 議論の長さが不具合数にそれほど影響を与えないのは意外
だった 

• 今後，不具合の原因を調査する際に必要な観点がわかり，
参考になった
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